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扉 
 両膝に手を置き、目に力をこめて君は言いましたね。「僕、障害者をやめたいです。療育手帳返したいです。」

って怒りながら大きな声で。この社会の中で自分の場所はどこにあるんだろうか、「普通の人になりたいんで

す。」そう叫んでいましたね。私は君にレッテルを貼る抑圧する人間として君に抗議され、怒りをぶつけられ

ていました。まったく私の心底を鋭く射抜くように。君が今まで受けてきた大きな苦しみは私にはきっと分

からないし解決も出来ないと思います。まして、「受諾する」ことから始まるなどと、説教をする資格など自

分のことを棚にあげない限りあると思えません。 
私は、その場限りの、思いつきで、苦しいことや辛いことを避けながら生き続けてきただけなのだから。

多くのものに怯えながら。 
 拒絶され、排斥される苦しみは「役に立たない」「好ましくない」と誰かの基準に照らし合わせて生み出さ

れるのだろうか？自分を縛っているのは誰ですか？何ですか？自分を好きになれない時ますますいらだち、

そのいらだっている自分にまた腹を立てているのだろうか？その｢この好ましくない自分｣を変え障害を克服

しある水準に達しない限り人間として認められない、そんなふうに身を硬くして力みながらもがき続ける。

いつになったら｢ありのままの自分｣を受け入れられるというのだろうか？ これは君じゃなく私自身に問い

かけているのだと思います。役に立ち、何かを成し遂げ、貢献してきた総量によって人生の意味が決められ

るのなら、力を持つ者はそれを誇り所有するだろう。競争しながら、分かち合うことは難しい。 
｢君は大切な人だ｣と言われても、傷ついた心は短い時間では、言葉だけでは癒えはしない。その苦しみゆえ

に暴れのたうつ時私には立ち尽くす以外または非難するより他、気持ちの置き所を見出せない。それでも、

助けることが出来ないけど「一緒にいるよ」そういうことは簡単じゃない。専門家にまかせ自分たちの限界

を認めるべきだと考えることのなかで、私もまた逃げ、弱さの中に自分をおくことから逃げ出す。大きな壁

にぶつかって立ち尽くす。だけどそれは壁だと思っていたけどもしかしたら扉かもしれない。 
コミュニティーリーダー：林 孝一  

 
ファミリーデー 
                                が 11 月 12 日、かなの家で行われました・・・・・・ 

 あさのうち、ふっていた雨もすぐにあがりお天気になりました。静岡市内はもちろん、遠くは東京・横浜 
名古屋・奈良などからも参加していただきました。お祭り全体を｢カナの婚礼｣に見立てて、歌や踊りがあり 
カレーや豚汁、コーヒーにケーキもおいしかった。ドーナッツの売り上げを毎年フィリピンのコミュニティ

ーに送っています。今年は 17 年ぶりにへーゼルさんが来ていて一緒に楽しい時間をすごしました。 
来年のお祭りも皆さんをお待ちしています。 
                  
          
 
 
 
 

カナの婚礼の新郎新婦 着物姿の三人娘とへーゼル  
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かなの家のなかま      －小野田
お の だ

 洋介
ようすけ

さんー 

 小野田
お の だ

さんは自宅
じ た く

から作業所
さぎょうしょ

に通って
に か よ っ て

きています。１時間
１ じ か ん

ほどかけてスポーツ
す ぽ ー つ

新聞
しんぶん

を熟読
じゅくどく

し、７時前
７ じ ま え

には

家
いえ

を出て
で て

，だいたいいちばん早く
は や く

作業所
さぎょうしょ

に着く
つ く

ようです。この生活
せいかつ

のリズムを続けて
つ づ け て

１７年
１ ７ ね ん

，私
わたし

の知る
し る

かぎ

り暑い
あ つ い

夏
なつ

も寒い
さ む い

冬
ふゆ

も、雨
あめ

の降る
ふ る

日
ひ

も風
かぜ

の吹く
ふ く

日
ひ

も、作業所
さぎょうしょ

に来る
く る

ことを喜び
よろこび

としているように感じられます
か ん じ ら れ ま す

。 
 小野田

お の だ

さんは車椅子
くる まいす

の D君
くん

のそばにいて話す
は な す

のが好き
す き

だと言います
い い ま す

。ま

た、M さんのそばで話す
は な す

のも同じ
お な じ

ように好き
す き

だと。どちらもよく聴いて
き い て

く

れて、話し相手
は な し あ い て

としてすばらしいのだそうです。D君
くん

、M さんは小野田
お の だ

さ

んのようにぺらぺら話す
は な す

ことはできません。いったいどんな気持ち
き も ち

で

小野田
お の だ

さんはおしゃべりに耳
みみ

を傾けて
かた むけて

いるのでしょうか。 
 小野田

お の だ

さんは、かなの家
いえ

のリトリートにはほとんど参加
さ ん か

しています。今年
こ と し

ももちろん参加
さ ん か

し、講師
こ う し

のロベール氏
し

にいろいろ話しかけ
は な し か け

，労わって
い た わ っ て

いた

ようです。 
 小野田

お の だ

さんは心優しい
ごころやさしい

人
ひと

です。私
わたし

が大事
だ い じ

なものをなくして困って
こ ま っ て

いると、

隣
となり

にやって来て
き て

「大丈夫
だいじょうぶ

だよ。焦る
あ せ る

なよ。」と声
こえ

をかけてくれました。

朝疲れた
あ さ つ か れ た

顔
かお

でいると、トントンと肩
かた

をたたいて「大丈夫
だいじょうぶ

か？」と心配
しんぱい

して

くれます。みんなのけんかも大嫌い
だい きらい

です。 
 ひとりひとりの状態

じょうたい

、みんなの状態
じょうたい

。小野田
お の だ

さんはみんなが平和
へ い わ

であ

ることを望んで
の ぞ ん で

います。 
 

かなの家のなかま       - 若本
わかもと

 政一
まさいち

さん - 

 政一
まさいち

さんはかなの家
いえ

に暮らして
く ら し て

います。１９才の時
とき

にきて、２４年
２ ４ ね ん

ほど経つ
た つ

ようです。最初
さいしょ

のころの仕事
し ご と

は

厳しく
き び し く

大変
たいへん

だったといいます。廃品
はいひん

回収
かいしゅう

は朝早く
あさ はやく

から夜遅く
よる おそく

まで忙しく
いそ がしく

、土曜
ど よ う

も仕事
し ご と

でゆっくりできなかっ

た。今
いま

はまどい作業所
さぎょうじょ

ができ、生活
せいかつ

も仕事
し ご と

もだいぶ変わった
か わ っ た

とのこと。女性
じょせい

の仲間
な か ま

が増えたり
ふ え た り

、大学生
だいがくせい

が実習
じっしゅう

に来て
き て

くれたりすることがうれしいそうです。 
 政一

まさいち

さんが主
おも

に行う
おこなう

作業
さぎょう

は木工
もっこう

です。板絵
い た え

を作って
つ く っ て

います。最近
さいきん

は政一
まさいち

さん自身
じ し ん

が板
いた

にイエスさまやマリ

アさまを描きます
か き ま す

。政一
まさいち

さんにとってイエスさまやマリアさまは何
なに

？と尋ねました
た ず ね ま し た

。政一
まさいち

さんは答えて
こ た え て

くれ

ました。 
「自分

じ ぶ ん

は両親
りょうしん

がいないから、お父さん
お と う さ ん

お母さん
お か あ さ ん

と思って
お も っ て

いる。

あるいは兄弟
きょうだい

。イエスさまやマリアさまの絵
え

を描く
か く

時
とき

はたのし

い。でも、十字架
じ ゅ う じ か

につけられたイエスさまを描く
か く

のは悲しい
か な し い

。」 
 木工

もっこう

の作業場
さぎょうじょう

には、たくさんの作業
さぎょう

をこなすことができない

仲間
な か ま

も加わります
く わ わ り ま す

。政一
まさいち

さんはそういうなかまと一緒
いっしょ

にいるの

がうれしいと言います
い い ま す

。 
「話せない

は な せ な い

なかまの言って
い っ て

いることがなんとなくわかる。

例えば
た と え ば

M さんが泣いて
な い て

いるとき、悲しい
か な し い

ことがあるのかなと

思ったり
お も っ た り

。D 君が怒る
お こ る

とき、何
なん

で怒る
お こ る

のかすこしわかる。」 

 政一
まさいち

さんは相手
あ い て

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に、相手
あ い て

の分
ぶん

まで喜べる
よろ こべる

人
ひと

だと私
わたし

は感じて
か ん じ て

います。 
絵
え

を描きながら
か き な が ら

、のんびりとかなの家
いえ

で暮らし続けたい
く ら し つ づ け た い

と最後
さ い ご

に政一
まさいち

さんは笑いながら
わ ら い な が ら

言いました
い い ま し た

。 
 
＊ 仲間の記事は、内容、本人名の記載を本人同意の上、橋本が書きました。 



たかが・・・されど・・・                       天本 昭好 
 
   カトリック東京教区の神学生の天本さんは今年、5 月から 11 月までの 7 ヶ月間、かなの家で 

生活を共にしてくださいました。アシスタントが少ない時でもあり、とても助かりました。特に 

料理の腕はすばらしかった・・・。どんなことを感じられたか、書いてくださいました。   

 
ある晩のことでした。いつものように４人の仲間と一緒に食事をしていました。その日の出来事などを取

り留めもなく話をしながら食事をする。その時間はかなの家のなかでとても大切な時です。お互いに自分の

言いたいことをいいながら過ごした愉快な時間でもありました。夕飯も一通り食べ終わりみんなで後片づけ

をしようとしている時、突然、仲間のひとりが怒りながら私に向かってきました。彼は自分の意志を明確に

ことばであらわすことはできません。単語のひとつひとつを言うことはできても、会話としては成り立たち

ません。顔の表情やその日の彼の行動など、ことば以外から彼が何を言おうとしているのか察していくとい

う作業が必要になっていきます。普段は、とても穏やかで怒ることなど稀の稀。正直、あまりに突然のこと

だったので面食らってしまいました。しかし、次の瞬間、彼に対して猛烈な怒りが私の心を支配していまし

た。彼が暴れないように両手を強く握りながら、彼を抑えつけようとしていました。しばらくすると「痛い！」

という彼の声とともに、高ぶっていた私の心は我に返り、落ち着くと同時に慚愧の念に駆られていました。

実際はほんとうに短いやりとりに過ぎないはずなのに、とても長い時間だったように記憶しています。 
私が何か悪いことをしたのだろうか？それとも、何か他のことで頭にきていたのか？あれでもない、これ

でもないと彼の心を推測していました。けれども、それはただの私の頭で考えたことに過ぎません。彼が何

をどう思っているかということが声として聞けるはずもありません。仲間は自分のことで本当に精一杯で、

他の人のことまで手がまわりません。どんなに一生懸命その日その日を過ごしていても自分の思い通りにな

ることなんてほとんどないし、自分が求めていてもあきらめなければならないことが多すぎるように思えま

す。本当に切実に自分のことで怒っているということしかわかりません。 
二日ほど経った後に、いつものように彼と一緒に川の土手を散歩していました。私は複雑な思いでいまし

た。しかしいつものように彼が笑顔を見せてくれたとき、彼の存在が今まで以上に近いものであることを肌

で感じました。こないだ彼が怒ったことは、彼が私を怒ってもいい存在として認めてくれたこと。そして何

よりも私に対して怒ってくれたことと同じように、今まで彼は私に対してでさえ自分のこととして喜んでい

てくれた、悲しんでいてくれていたのが伝わってきました。常識で言えばハンディキャップを背負った仲間

の人達は人から助けられる弱い存在です。しかし確かに弱い存在であっても、実は彼らのほうからわたした

ちを包んでいてくれていたことを教えてもらいました。これはたかが７ヶ月、されど７ヶ月の体験の一端で

す。過ぎゆくのは早く、あっという間の７ヶ月でした。かなの家の仲間ひとりひとりに出会えたことが自分

の誇りです。本当に心から尊敬します。かなの家のみなさんと神様に感謝！ 
 
 
 
 
 
 
 
 



フェデレーションの報告                          佐藤 言 
 世界のラルシュの代表者が集まるフェデレーションがイタリアのアシジであり、参加してきました。アシ

ジはオレンジ、ピンク、茶色などの暖色系の町で。ベランダから見下ろす屋根はモザイクのようです。丘に

ある町で下に見える平地には、緑の麦畑が広がっています。 
 一週間かけて、ラルシュについていろいろなことが話されました。ラルシュとは何かを世界のそれぞれの

コミュニティーで考えました。それを国際ラルシュ委員会がまとめて発表しました。言語化してくれます。

自分たちは何かを明らかにして、賜物、問題，挑戦、最後に使命について話しました。その中のひとつの使

命について発表されたものを紹介します。 
・ 知的ハンディを持つ人には、お互いの関係の中で現れる賜物があり、変容させる源であることをつたえ

ること。  
・ さらに人間的な社会を一緒に作るためそれぞれの文化にかかわっていく。 
・ ラルシュが作られた歴史での本質的な価値を思い起こしながら共同体を成長させる、そして共同体のメ

ンバーの必要性に更に応えていく。（自分で翻訳してみました） 
しっかりした日本語になっているかすこし心配ですが、これが使命です。 
 難しい話が多かったのですが、劇があったり、丘を歩いて修道院へ行ったり、世界の各コミュニティーが

作っているものを、フリーマーケットしたり，お祝いをしました。私は浴衣を着ました。外国人は喜んでい

ました。 
 フリーマーケットではフィリッピンの隣で、かなの家のせっけんとフィリッピンのカードをセットで売り、

収入は山分けしたりもしました。フィリッピンのカードは売れなくて。 
シリアのラルシュの人に私のサンダルを売られそうにもなりました。日本のものは質がいいせいか、完売し

ました。持って帰ると重いので安くしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



アシジの野道 

                                      はやし けんじ 

 

早朝、大聖堂の鐘の音が聞こえるとそっと起き出して、宿舎にあてがわれた屋根裏部屋の戸を押し開け

た。空の青みは深く沢山のツバメが飛びかい、アシジの麓に点在する糸杉やオリーブ畑などの木々、向かい

に連なるなだらかな丘陵に陽が射し始めていた。 

   

この 5 月、フェデレーションと呼ばれる、国際ラルシュの 3 年毎の集まりに参加した。今回は聖フラン

シスコの地アシジに、世界中の 100 近くのコミュニティーや地域からの代表 350 名が集まった。１週間を

かけて国際責任者等の就任を祝い、歴史を振り返り、世界の変化とラルシュの今、アイデンティティが語ら

れ、今後の使命（目標）などが確認された。又、各宗派の伝統の祈りに殆どの人が参加した。（詳細は割愛し

ます。同行した佐藤言の報告や、国際ラルシュのホームページをご覧下さい。 www.larche.org/ ） 

そのフェデレーションのスケジュールをかいくぐり、どうにか数時間の自由を作った。 

 
・ ・駅の向こうにひときわ目立つ、巨大な教会を目指して麓の野道を歩いた。刈入れも近い麦の穂が光

り、畦に赤いケシの花が咲いていた。道の辻にはマドリーナという、小屋を模した石壁が立ち、聖母子の素

朴な絵がはめ込まれていた。日本のお地蔵に赤い衣を着せるのに似て、守るようにバラの花が咲いていた。

先から木々の合間に見え隠れしながら先行していた旗は、ドイツの青年達のものだった。 フランシスコ会

修道士の説明の後、小さな空き地を囲んで祈っていた。全く何も無い、ただ草を刈っただけの１畳ほどの空

き地。 
 

小１時間ほどでたどり着いた教会は予想以上に巨大で、唖然とした。しかし教会の中に入ると静寂が守ら

れ、荘厳なドームの中央には素朴な石積みの礼拝堂（４世紀頃と推定される）があった。それはポルチウン

クラといい、フランシスコが「小さく、貧しく生きよ」と活動を始めた場所であり、死に際に自身を運ばせ

た場所でもあった。その小ささ、貧しさの聖跡を守るために、この豪奢な教会が作られたと言う。何百年も

の間、外敵の攻撃や地震のたびに修復や増築を繰り返しながら、また荒廃し、忘れられた時もあったという。 

ボロを着た若者たちが背を凭せた荒い石壁、家出したキアラが身を隠した石壁に手を当てた。いつまでも

そうして居たかった。 

 

教会を後にした。あの小さな空き地に出た。午後の二時、疲れて座り込むと遠くにアシジの町を乗せた丘

が見えた。その城壁に囲まれた町から数人の青年たちが歌いながら帰ってくる姿を思い浮かべた。炎天の陽

をも兄弟とうたい、残り物の固いパンや傷み始めた野菜を掲げて笑っている。 

 

そんな時がどれほど続いたのか、その青年たちが夫々にどんな

に変わっていったのか、知らない。しかし、そんな光景を昔見た

と思った。 いや、今もどこかでそれは始まっているのかもしれ

ない。 

 
 
 
 
 
 


